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将来は各種申請が可能に

議会から町長へ提言書を提出

※DX…デジタル・トランスフォーメーションの略で、そのままディーエックスと読む。デジタル技術を用いるこ
とで生活や行政サービスがより良いものへと変革すること。
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議会から町へ	 令和5年度予算提言

　令和４年4月、総務民生・産業建設両委員会にて来年度予算編成に向けた議会提言の検討が始まりまし
た。各議員の案の中からテーマを絞り、そこから原案作成にあたり関係機関との懇談や勉強会等のプロセス
をへて、11月に最終決定しました。12月１日、議会全員協議会にて各委員長から報告し、2日に提言書を
壬生町長へ提出しました。提出した４件は以下の通りです。（関連「令和３年度提言は今」P17に掲載）

　高森町では、昨年度までに職員や役場機能のテレワーク・電子決済シ
ステム、電子契約システム等を導入しました。また、水道事業の一部を
オンライン化するなど庁内のＤＸ化に取り組んできました。さらに、本
年度は役場組織に「ＤＸ推進係」を設置し、自治体ＤＸを加速させよう
としています。
　ＤＸ推進係では「町民の利便性向上のためのＤＸ」と「職員の生産性
向上のためのＤＸ」を目標とされています。その上で、令和４年度から
５年間の中長期計画を立てて具体的な役場内のＤＸ化に取り組んでいま
す。しかしながら、その内容は役場内のＤＸ化が中心となっており、そ
の推進のために重要な「町民」の視点に立った取り組みが不十分のよう
に思えます。
　つきましては、来年度以降の「自治体ＤＸの推進」にかかわり「町民
側のＤＸ化への取り組みが必要」であると考えますので、次の点につい
て提言します。

1 高森町のＤＸ化を推進するために、以下の取り組みをさらにおし進めること
　　　◦役場職員の「意識化」「基礎力アップ」をさらに推進すること

2 町民側のＤＸ化の取り組みについては、その意識・基礎的技能の向上を図るため
長期的なビジョンを構築すること

　　　◦ボランティア活動や役場職員による「スマホ教室」の実施では限界がある。町民側のＤＸ化を
推進するために、高齢者を中心とした意識や基礎的技能の向上を図ること

提言１ 高森町の『Ｄ
※
Ｘへの取り組みの充実』を図るために



講師を招いた研修に参加する先生方

　温度管理の自動化で
　　　　　　適切な栽培環境に
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議会から町へ	 令和5年度予算提言

　小中学生においては毎年全国学力テストが行われています。
　結果については毎年学年・教科ごと分析されています。高森
町では、人づくりについて積極的に取り組んでおりますが、小
中学生では学力向上も含めたいくつかの課題もあることは承知
しております。
　毎年全国学力テストにおいて上位を占める県が一定してお
り、１学年ずつずれても上位となるには直接の授業だけでなく
小学生の高学年から中学３年までの生活や学習状況も関係して
いるのではないかと思います。
　小中学校３校の校長先生と意見交換を行った結果、先進地に研修に行っても、行ってきた先生止まりと
なり、情報共有されにくいとの意見をいただきました。従って令和５年度の予算に次の予算を申請しま
す。

提言２ 高森町小中学生の学力向上について

1 先進地より講師をお呼びして、現在行われている児童の授業と生活習慣の指導を受け
るための出張費や宿泊費及び謝金

　リニア中央新幹線や三遠南信自動車道が開通すると高速交通網でつながった都市圏と多様な交流が生ま
れることが期待されます。この流れを当町の地域拠点が連携し「ヒト・モノ・コト」につながることが必
要です。すでに座光寺スマートインターチェンジが供用開始となり、山の寺キャンプ場や民間のグランピ
ング施設などが整備され、活気を見せています。玄関口となる「たかもり温泉」をはじめ、上段道路沿線
の「アグリ交流センター」や「森の家」などは施設改修が必要な時期にきています。
　これらの施設を「点」から「線」でとらえることで、関係人口の増加につながり、各施設の活用が図ら
れると考え、次の項目を提言します。

提言３ 上段道路沿線施設の今後の活用方針について

1 たかもり温泉と研修センター「森の家」、２つの宿泊施設の連携を検討し、施設活用
の方針を早急に決めること

　町の美しい景観と眺望に、雑草が繁茂する荒廃農地はふさわしくありませ
ん。作付けされない農地の管理負担を減らすため雑草の繁茂を押さえ畦畔も
含めた農地を保全し景観をよくする必要があります。
　また、土手草や休耕地の草、剪定枝等の堆肥化を進め、有機農業の推進に
つなげる取り組みも必要と考えます。
　農作業の負担軽減をはかり、現状の農業生産を維持しながら次世代につな
げていく農業施策が必要と考え、次の項目について提言します。

提言４ 町の景観や農地の保全と営農支援について

1 雑草の繁茂を押さえるグランドカバープランツ等の活用の研究
2 雑草や剪定枝の堆肥化を推進し、有機農業との連携を図る
3 農作業の負担軽減のためのスマート農業導入支援についての検討



対策前 対策後
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　国の出産・子育て応援交付金を活用して、安心して出産・子育てができる環境づ
くりをめざし、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ支援につ
なぐ伴走型の「相談支援」と妊娠期と出産後の「経済的支援」を行います。
　2022年４月以降に出産された方が対象で、経済的支援は妊娠期に5万円、出産
後に5万円を、事業開始前に出産された方には10万円が一括で支給されます。
　事業開始は2月末の予定です。

◦相次いで交通事故が発生した吉田 古屋敷交差点に、
緊急対策としてカラー舗装・路面表示等を行いまし
た。

◦抗原簡易検査キットの無料配布を再開しています。
①配布期間…令和4年11月8日～当面の間 
　　　　　　（感染レベル4を終了の目安とします）
②配 布 数…単身世帯2個、同居人１人につき２個
　　　　　　１世帯の配布上限は6個まで
③使用場面…発熱など症状がある時

交通安全施設工事	 358万円

新型コロナウイルス検査費用
助成事業　1380万円

総務費

◦中学生以下の子ども一人あたり2000円を給付しま
した。
各家庭の事情に合わせた感染防止対策に活用くだ
さい。

子どもの感染対策支援事業	   30万円
民生費総務費

民生費

◦「高森あかり保育園」開園に伴い牛牧あんしん市場交
差点を改良し、右折レーンを設ける工事を行います。

【工事期間】
　令和４年12月13日～令和５年７月31日

地方創生道整備推進交付金事業
9075万円

土木費

産前・産後ケア事業　　700万円 一
般
会
計
補
正
予
算 

主
な
事
業

（当初予算に増額）
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12月定例会 議決結果
○条例

議案名 結果 内容

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例について 可決

人事院勧告に準じて条例を改正し、特別職・
議会議員の期末手当を0.1か月分引き上げるもの特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に

関する条例の一部を改正する条例について 可決

一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 可決 法改正に準じて勤勉手当てを0.1か月分引き上げ

及び給料表の改正を行うもの

職員の定年等に関する条例等の一部を改正
する等の条例について 可決

令和４年度からの国家公務員の定年引上げに伴
い、地方公務員の定年も60歳から65歳まで2年に
1年ずつ段階的に引き上げられることを踏まえ、町
職員についても所要の改正を行うもの

一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 可決 当該職員が60歳で受ける給与が7割支給となる

○請負契約
議案名 結果 内容

令和４年度 道路メンテナンス事業 橋梁修繕
工事 変更請負契約の締結について 可決

町道112号線 牛牧 宮沢川橋
現場塗装工に伴い発生する廃棄物の運搬や処分
費、当初設計より補修箇所が多く、ひび割れ補修
工を行なったことから95万円を増額変更するもの

令和４年度 地方創生道整備推進交付金事業
請負契約の締結について 可決

町道112号線他 牛牧「高森あかり保育園」開園
に伴い、牛牧あんしん市場交差点に右折レーンを
付け改良するもの
一般競争入札（受注希望型）9075万円

○令和４年度補正予算
議案名 結果 内容

一般会計補正予算（第５号）について 可決 4001万円増額し、総額77億7134万円とする

国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
について 可決 1041万円減額し、総額13億1299万円とする

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
について 可決 歳出総務費を3万円増額し、歳出予備費を

3万円減額とする

介護保険特別会計補正予算（第２号）
について 可決 36万円増額し、総額15億3701万円とする

農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）
について 可決 87万円減額し、総額3億3300万とする

公共下水道事業会計補正予算（第２号）
について 可決 1100万円増額し、総額4億4339万円とする

水道事業会計補正予算（第３号）について 可決 収益的支出予定額を1069万円増額し、
総額2億5041万円とする
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○請願
件名 結果 内容

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と
処遇改善を求める請願書 採択

①安全・安心の医療・介護を実現するため、
　医師・看護師・介護職員などの配置基準を根本

的に見直し、大幅に増員すること
②医療や介護現場における「夜勤交替制労働」

に関わる労働環境を根本的に改善すること
③新たな感染症や災害対策に備えるため、公立・

公的病院を拡充・強化し保健所の増設など公衆
衛生体制を拡充すること

④患者・利用者の負担を軽減すること

○継続審査　【9月定例会で継続審査となった請願】
件名 結果 内容

上平河原へのボートレースチケットショップ
（舟券売場）の建設に反対する請願書 採択

金カロウ有限会社による山吹上平河原へのボート
レースチケットショップ（舟券売場）建設に反対
するもの

高森町へのボートレースチケットショップ
（場外舟券売り場）建設反対に関する請願書 採択

高森町議会が「町内へのボートレースチケット
ショップ（場外舟券売り場）建設に反対」の議決
をすること

　討論
　 反対 　
◦地元の反対する会からの請願については異論ありません。住民として心配なことは議会や町に対し反対

することは当然の義務だと思う。しかし高森議会の一員で今後も高森町の存続・発展を考えたとき、ど
うしても建設に反対をするわけにはいかない。

　建設予定者は時間をかけ丁寧な説明をすることで、今回反対した人の中にも建設に賛成してくれる人が
いると思う。伊那谷で高森町を選定してくれた業者さんには感謝したい。
 賛成

◦町民の中には、「『場外舟券売り場』がくることで、町への恩恵があるのなら建設してもいいのでは」とい
う声も聴かれた。しかし、地元の上平地区の反対や山吹区の1,000名を超える皆さんが建設反対の意思を
表していることから、「町民の理解が得られていない」と判断し、現段階では上平河原への建設は厳しい
と考える。

◦①山吹５地区で67.５％が反対し民意は明確に示された。②町民憲章・総合戦略・まちづくりプランの理
念や将来像を阻害するもの。③売り上げの１％が「環境整備費」として町に入るが、多くの売り上げが
地域から吸い上げられ、地域経済に損失を与える。④ボートレース振興会は2018年に積極的に舟券売場
を行なわない方針を決定している。⑤町長が、舟券売場反対表明をすることを後押しするため。

◦場外舟券売場のある焼津市へ行き、数人から話を聞いた。「最初は心配したがイメージダウンや環境・治
安の変化は感じられない。トラブルも聞いていない。」との意見をいただいた。　

　ボートレースは公営のレジャー施設で、法的に認められており、舟券売場は、あってもよい施設だと思
う。しかし、地元自治会が反対している。設置者は時間をかけて十分な説明をし理解を得る必要があ
る。これらを総合判断し、現時点での設置は「時期尚早」であり請願に賛成するものである。

本　
島

齋　
藤

小　
沢

河　
合

小　
川

佐
々
木

三　
浦

木　
下

原
北　
沢

市　
川

大　
島

岩　
口

小　
平

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 −
◦議長は賛否同数の場合のみ議長採決となり、賛否を表明します。

賛否

①・②を意見書として提出しています。
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議案名 結果 内容

令和4年度 社会資本整備総合交付金
天竜川高森かわまちづくり周辺管路推進
工事請負契約の締結について

可決

カインズホーム南側町道に下水道管を埋設
指名競争入札 7150万円

○令和4年度補正予算
議案名 結果 内容

一般会計補正予算（第4号）について 可決 1億735万円増額し、総額77億2833万円とする

本　
島

齋　
藤

小　
沢

河　
合

小　
川

佐
々
木

三　
浦

木　
下

原
北　
沢

市　
川

大　
島

岩　
口

小　
平

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 −
◦議長は賛否同数の場合のみ議長採決となり、賛否を表明します。

11月臨時会

 反対 
◦①町内７区や、まちづくり懇談会が21地区で行われて町長は 「皆さんのご意見を反映しながら方向性を

お示ししてまいります」と言っているが、未だに示されてない。 ②多目的広場の図面が町民に説明され
てない。③「ほたる パーク」は山吹区が所有していて、そこにサッカー場ができる。それに代わって町
有地に多目的広場が造られるが、「ほたるパーク」の土地の契約を結んでから工事に着工するべきである。
賛成

◦この提案については、スポーツ拠点施設全体計画の説明があり、その中の一部が今回の契約である。
　議会・町民にその都度説明がされている。入札も適正に行われたと聞いている。
◦サッカー場本体計画が示され、クラブハウスについて町民の理解を得るためイベントも開かれている。

山吹区との調整も進んでいる。ほたるパークの屋外ステージの移転については、山吹区の了解を得てい
る事業である。

賛否

○請負契約

討論

議案名
令和 4年度 地方創生拠点整備交付金事業
高森町スポーツ拠点施設 多目的広場等
整備工事請負契約の締結について

結　果 可決

内　容
A：屋外ステージの建設
B：駐車場内への雨水貯留調整施設の整備
指名競争入札 5720万円

A
多目的
広場

Bクラブ
ハウス
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12月定例会の一般質問８議員が町政を質す

　一般質問は議員が町の行財政全般にわたり、執行状
況や将来に対する考え方の説明を求め執行機関に疑問
点を質し、町政運営をチェックすることが目的です。
議員には固有の権能として与えられているものです。

　新型コロナウイルス感染防止のため50分間の質疑応答
時間を40分に短縮しました。

木　下　啓　爾
・リニアへの町民意識の向上を

大　島　正　光
・ゼロカーボンシティの取組加速を

市　川　信　幸
・多くの地区要望をどう扱う
・下水道整備が概成した後の増設は

本　島　未　来
・こども基本法の学びはどうする 

北　沢　幸　保
・サッカー場の区有地使用を質す
・舟券売場計画の進め方を質す　　

佐 々 木　　昌
・インボイス制度への準備は

河　合　隆　俊
・休日部活動の地域移行は

岩　口　友　雄
・新年度予算編成について

09 13

10 14

11 15

12 16

議会からの提言って何？
◦P2~3で令和5年度予算編成に向けての提言を掲載しました。ここでは、提言の説明と今までの主な提言を掲

載しています。提言とは、辞書によると「意見や考えを、たくさんの人の前に出すこと。またその内容」と
書かれています。

　当議会では平成29年度から、町民の暮らしの安全や地域の活性化に向けた提言書を、町長に提出しています。

・ホタルの舞う町づくりの推進
・子どもたちの安心・安全な育成
・自然災害に対する安全の確保について
・町政に女性が参画する機会づくりを

今までの主な提言

・景観条例に基づく、農地・森林の更なる保全と活用
・基幹産業である農業の振興と6次産業化の推進
・町の魅力と関係人口創出等に関する事項について
・上下水道ライフラインの防災対策充実について
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一
般
質
問

リ
ニ
ア
へ
の
町
民
意
識
の
向
上
を

町
民
全
体
の
意
識
を
高
め
る
努
力
を
す
る

町
長

　

間
近
に
迫
っ
た
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
開
通
に
向
け
、

そ
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

一方
で
、「
町
民
の
意
識
の
高

ま
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
今
回
の
一
般

質
問
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

▽
質
問

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

通
・
座
光
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
か
ら
高
森
方
面
へ
の
道

路
整
備
・
三
遠
南
信
自
動
車

道
の
開
通
な
ど
が
高
森
町
に

も
た
ら
す
変
化
は
。

　
こ
の
圏
域
へ
の
来
訪
者
が

増
加
し
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ

ト
が
繋
が
る
交
流
圏
域
の

形
成
が
期
待
さ
れ
る
。
一方
、

地
域
外
へ
の
人
の
流
出
が
進

む
の
で
は
な
い
か
。

▽
質
問

　

リ
ニ
ア
開
通
へ
の
町
民
の

意
識
を
高
め
る
方
策
は
。

町
長

　

地
域
に
よ
っ
て
、
開
通
へ

の
意
識
に
温
度
差
が
あ
る
。

町
民
全
体
の
意
識
を
高
め
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

▽
質
問

　
そ
の
時
の
、
人
流
・
物
流

の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
構
想

し
て
い
る
か
。

町
長

　
リ
ニ
ア
の
大
阪
ま
で
の
延

伸
で
、
東
京
・
名
古
屋
・
大

阪
の
す
べ
て
の
国
際
空
港
か

ら
同
じ
時
間
で
来
町
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
三
遠

南
信
自
動
車
道
が
、
東
海

圏
域
と
の
物
流
を
加
速
さ
せ

る
。
人
と
人
の
交
流
や
地
域

の
地
場
産
品
な
ど
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

▽
質
問

　

リ
ニ
ア
開
通
に
関
わ
り
、

名
古
屋
も
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一つ
。
町
の
考
え
方
や

そ
の
準
備
の
状
況
は
。

　
名
古
屋
圏
や
関
西
圏
に
対

し
て
も
色
々
な
準
備
を
し
て

い
き
た
い
。

▽
質
問

　
行
政
と
町
民
が一つ
に
な
っ

て
リ
ニ
ア
開
通
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
町

民
の
幅
広
い
意
見
を
集
約
す

る
必
要
が
あ
る
。
町
民
を

交
え
た
準
備
会
の
発
足
を
提

案
す
る
。

町
長

　
準
備
会
が
何
を
目
指
す
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
が
明
確
に

な
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
人

を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

観
光
の
課
題
、農
業
の
課
題
、

さ
ら
に
は
商
業
の
課
題
な
ど

を
明
確
化
し
、
個
別
の
準
備

会
的
な
も
の
を
進
め
て
い
く

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

▽
質
問

　
現
在
、
各
地
区
で
取
り
組

ん
で
い
る
地
区
計
画
の
分
野

の
項
目
に
、
リ
ニ
ア
開
通
に

向
け
た
対
応
を
テ
ー
マ
と
し

木
きの

 下
した

 啓
けい

 爾
じ

て
加
え
て
は
ど
う
か

　
各
地
区
長
の
皆
さ
ん
に
こ

う
い
っ
た
項
目
を
加
え
る
こ

と
を
問
い
な
が
ら
、
地
区
計

画
の
土
台
と
い
う
の
も
検
討

し
て
行
き
た
い
。

〇
要
望

　

リ
ニ
ア
開
通
へ
の
準
備
に

つ
い
て
、
町
民
の
意
見
や
想

い
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
よ
う
な
行
政

の
リ
ー
ド
を
期
待
す
る
。 シンポジウム「リニアを見据えた北部５町村のまちづくり」（12月24日開催）

町
長

町
長

町
長



山梨県都留市の木製水車型 小水力発電所

10

一
般
質
問

ゼロカーボンシティの
取組加速を

環境水道課長 小水力発電導入について前向に取組む

大
おお

 島
しま

 正
まさ

 光
てる

▽
質
問

町
と
議
会
は
、
令
和
３
年

３
月
に
連
名
で
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
を
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
加
速
に
つ
い
て
現
在
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

町
民
の
皆
様
へ
の
直
接
的

支
援
で
は
、
住
宅
用
屋
根
へ

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
、
太
陽
熱
利
用
に
よ
る

温
水
器
の
設
置
、
薪
ス
ト
ー

ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
に
対
す
る
補
助
金

の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

▽
質
問

11
月
に
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
、
山
梨
県
都
留
市
に

伺
い
小
水
力
発
電
所
を
視
察

し
て
き
た
。
農
業
用
水
路
に

水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

お
り
、
そ
の一つ
が
木
製
の
水

車
型
発
電
施
設
で
あ
っ
た
。

以
前
に
私
が一般
質
問
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
の
取
組
に
つ
い
て
質
問

し
、
農
業
用
水
路
等
で
水
車

型
水
力
発
電
を
提
案
し
た
。

検
討
し
た
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
が
そ
の
結
果
を
伺
う
。

「
時
の
駅
」
横
の
河
川
へ
の

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、
流

量
や
流
速
の
調
査
等
行
い
検

討
を
行
っ
た
結
果
、
必
要
水

量
が
少
な
く
街
灯
１
基
く
ら

い
の
電
力
確
保
で
あ
り
、
費

用
対
効
果
が
少
な
く
断
念
し

た
。

▽
質
問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
宣
言
し

た
町
と
し
て
水
量
の
あ
る
河

川
で
、
再
度
小
水
力
発
電

の
導
入
を
検
討
し
て
は
如
何

か
。

今
後
、
小
水
力
発
電
導

入
に
向
け
た
検
討
候
補
地
点

と
し
て
、
大
島
川
、
南
大
島

川
、
胡
麻
目
川
、
田
沢
川
の

４
河
川
、
上
水
道
施
設
で
は
、

堂
所
浄
水
場
、
割
岩
浄
水
場

の
２
箇
所
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す
自
治
体

と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

▽
質
問

都
留
市
の
水
車
型
発
電
施

設
は
市
民
の
目
に
付
き
や
す

い
場
所
を
選
定
し
た
と
伺
っ

た
。「

時
の
駅
」
に
水
車
型
発
電

施
設
を
設
置
す
れ
ば
、
町
民

や
子
ど
も
た
ち
の
目
に
付
き

や
す
く
見
学
等
に
も
活
用
で

き
る
た
め
再
度
提
案
す
る
。

昨
今
の
脱
炭
素
へ
の
潮
流

や
、
町
長
が
進
め
る
人
材
教

育
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
環
境
意
識
の
醸
成
、
生

徒
の
教
材
と
し
て
、
い
ま
一

度
研
究
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

い
る
。

▽
質
問

水
力
発
電
以
外
に
も
太

陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
た
い
。

役
場
庁
舎
屋
上
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
を
提
案
す
る
。

以
前
に
検
討
し
た
が
庁
舎

の
施
行
年
度
も
古
く
強
度
に

不
安
が
あ
る
。

ま
ず
は
屋
根
の
診
断
や

国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
得
ら

れ
る
な
ら
、
屋
根
の
改
修
と

併
せ
ぜ
ひ
研
究
し
て
い
き
た

い
。

町
長

環
境
水
道
課
長

総
務
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長
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一
般
質
問

多
く
の
地
区
要
望
を
ど
う
扱
う

地
区・上
部
団
体
の
支
援
に
て

▽
質
問

　
地
区
計
画
の
事
業
書
別
に

道
路
維
持
、
交
通
安
全
が
あ

る
。
各
地
区
か
ら
町
へ
要
望

す
る
の
に
順
番
ま
で
地
区
が

決
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
地
区
計
画
に
お
い
て
そ
の

地
域
の
人
た
ち
が
ど
こ
が
優

先
な
の
か
聞
い
て
、
地
区
に

出
向
い
て
現
地
調
査
を
し
て

優
先
順
位
を
つ
け
て
い
る
。

▽
質
問

　

県
要
望
に
つ
い
て
町
で
精

査
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
所

は
す
べ
て
県
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
県
に
町
の
河

川
及
び
道
路
事
情
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
県
要
望
に
つ
い
て
も
各
地

区
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
は
、

す
べ
て
要
望
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
飯
伊
管

内
か
ら
多
く
の
要
望
が
出
さ

れ
る
の
で
、
順
位
付
け
が
必

要
と
な
る
。

▽
質
問

　
こ
の
様
な
要
望
は
、
町
全

市
いち

 川
かわ

 信
のぶ

 幸
ゆき

建
設
課
長

体
と
し
て
多
く
出
さ
れ
る
項

目
か
と
思
う
。
従
っ
て
こ
れ

ら
に
対
処
す
る
に
は
、
専
門

職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　
町
の
職
員
は
他
町
村
に
比

べ
て
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
安
全
な
町
づ
く
り
は
第

一
条
件
か
と
思
う
。
ど
う
考

え
る
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で

も
専
門
知
識
を
有
す
る
技
術

職
員
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困

難
で
あ
り
、
町
が
実
施
す
る

道
路
改
良
、
河
川
改
修
、
そ

れ
か
ら
災
害
復
旧
等
多
く
に

つ
い
て
計
画
段
階
か
ら
実
施

ま
で
飯
田
建
設
事
務
所
及
び

下
伊
那
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

の
支
援
が
大
き
い
状
況
だ
。

　

下
伊
那
土
木
技
術
セ
ン

タ
ー
に
は
高
森
担
当
職
員
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
常
に
ア

▽
質
問

　

現
在
、
下
水
道
事
業
に

お
い
て
新
た
に
家
を
建
て
て

当
町
に
移
住
し
よ
う
と
し
た

時
、
下
水
道
本
管
が
宅
地

前
を
通
っ
て
い
な
い
場
合
、

最
寄
り
の
本
管
か
ら
実
費
で

配
管
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
た
。
当
初
の

均
等
割
と
宅
地
割
の
負
担
で

接
続
で
き
な
い
か
。

　
下
水
道
事
業
が
概
成
し
て

い
る
現
状
で
は
、
町
の
補
助

金
を
受
け
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
か
、
集
合
処
理

区
域
に
流
入
す
る
か
を
選
択

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
下
水
管
が
通
っ
て
い

る
所
と
通
っ
て
い
な
い
所
は
、

当
該
土
地
の
売
買
価
格
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
又
個
人
が

設
置
し
た
下
水
管
で
も
町
へ

寄
付
採
納
す
れ
ば
、
町
の
固

定
資
産
と
し
て
今
後
町
が
維

持
管
理
を
し
て
い
く
。

地区計画のヒアリング

下水道整備が概成した後の増設は
環境水道課長 全額個人負担で設置を

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

環
境
水
道
課
長

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
状

況
に
あ
る
。
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一
般
質
問

本
もと

 島
じま

 未
み

 来
らい

こども基本法の学びはどうする
教育長 学校に確認していく

こ
ど
も
基
本
法
案
は
、
令

和
４
年
度
６
月
15
日
に
国
会

で
可
決
成
立
し
、
令
和
５
年

４
月
１
日
に
公
布
さ
れ
る
。

少
子
化
が
進
み
、
子
ど
も
の

総
数
が
減
少
し
て
い
る
日
本

で
、
児
童
虐
待
の
通
報
が
急

増
し
、
い
じ
め
・
自
殺
・
不

登
校
の
深
刻
化
な
ど
、
子
ど

も
が
生
き
づ
ら
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
約
、
子
ど
も
の
基
本
的
人

権
を
国
際
的
に
保
障
す
る
た

め
に
定
め
ら
れ
た
条
約
で
、

18
歳
未
満
の
児
童
を
権
利
を

持
つ
主
体
と
位
置
づ
け
、
大

人
と
同
様
に
一
人
の
人
間
と

し
て
の
人
権
を
認
め
る
と
と

も
に
、
成
長
の
過
程
で
特
別

な
保
護
や
配
慮
が
必
要
な
子

ど
も
な
ら
で
は
の
権
利
も
定

め
て
い
る
。　
　

▽
質
問

こ
ど
も
基
本
法
の
基
本
的

理
念
に
対
し
て
の
見
解
は
。

「
す
べ
て
の
子
ど
も
」
が

対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

「
子
ど
も
」
に
年
齢
制
限
は

な
く
、「
心
身
の
発
達
過
程

に
あ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
、「
子
ど
も
」
の
権

利
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
、基
本
理
念
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
養
育
は
、
家
庭
を

基
本
と
し
て
行
わ
れ
、
保
護

者
が
第
一
義
的
責
任
を
有
す

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。

当
町
で
は
、「
子
ど
も
」
は

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
上
で
、
家
庭
と
共
に

地
域
全
体
で
子
ど
も
と
家
庭

を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
、
家

庭
が
安
心
し
て
自
信
を
も

っ
て
子
育
て
す
る
こ
と
で
、

「
子
ど
も
」
が
成
長
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

▽
質
問

児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
と
こ
ど

も
基
本
法
の
学
び
を

ど
う
深
め
て
い
く
の

か
。

　
こ
ど
も
基
本
法
が

成
立
し
た
こ
と
の
意

義
、
子
ど
も
を
真
ん

中
に
置
く
視
点
を
改
め
て
確

認
し
、
町
民
へ
の
周
知
に
努

め
た
い
と
思
う
。

中
学
校
の
公
民
の
教
科

書
に
は
、
人
権
や
そ
の
歩
み

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
世
界
人
権
宣

言
や
児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
も
も
ち
ろ
ん
示
さ
れ
て

い
る
。　
　
　

こ
ど
も
基
本
法
の
成
立
を

踏
ま
え
、
関
連
し
て
扱
う
こ

と
に
つ
い
て
、
学
校
に
確
認

し
て
い
く
。

▽
質
問　

子
ど
も
の
人
権
、
権
利
に

対
す
る
当
町
の
大
人
の
認
知

度
・
理
解
度
は
、
最
低
ラ
イ

ン
（
４
つ
の
一
般
原
則
）
は

図
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
。

現
実
は
課
題
は
あ
る
。

地
域
・
保
護
者
へ
も
問
い

か
け
や
投
げ
か
け
等
を
し
、

し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
。

▽
質
問

「
権
利
主
体
と
し
て
の
子

ど
も
像
に
大
き
く
シ
フ
ト
す

る
重
要
な
機
会
」
と
と
ら
え

た
政
策
展
開
を
ど
う
図
っ
て

い
く
の
か
。

教
育
委
員
会
で
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
に
つ
い

て
、
町
で
そ
れ
を
ど
う
支
援

す
る
か
と
い
う
形
に
な
る
と

思
う
。
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
の

権
利
は
、
知
識
と
し
て
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ

が
、
当
町
は
、
そ
ん
な
知
識

が
な
く
て
も
も
う
み
ん
な
が

子
ど
も
を
温
か
く
迎
え
入
れ

て
育
て
て
い
る
よ
と
い
う
雰

囲
気
に
な
る
よ
う
目
指
し
て

い
く
。

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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一
般
質
問

ほたるパーク
山吹区有地
ほたるパーク
山吹区有地

サッカー場サッカー場

多目的
広場
多目的
広場

クラブ
ハウス
クラブ
ハウス

舟券売場計画の進め方を質す
町長 計画の進め方 私には分からない

町
長

▽
質
問

　
10
月
に
飯
田
市
川
路
に
天

然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
が
で

き
、
2
0
2
9
年
か
ら
駒

ケ
根
市
と
飯
島
町
に
天
然
芝

の
サ
ッ
カ
ー
場
が
で
き
る
。

公
認
の
人
工
芝
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
「
長
野
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、県
サ
ッ

カ
ー
協
会
が
年
間
稼
働
率
の

5
分
の
4
を
利
用
す
る
。
一

定
程
度
の
稼
働
率
は
担
保
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

　
サ
ッ
カ
ー
場
は
、人
工
芝・

ゴ
ム
チ
ッ
プ
・
防
球
ネ
ッ

ト
・
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど

大
量
の
化
石
燃
料
由
来
の
樹

脂
が
使
わ
れ
る
。
当
町
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言

や
S
D
G
s
・
エ
シ
カ
ル

消
費
に
逆
行
す
る
。
今
か
ら

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
造

る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

今
回
の
サ
ッ
カ
ー
場
は
、

地
域
の
活
性
化・人
や
社
会・

環
境
に
配
慮
し
て
お
り
、
エ

シ
カ
ル
消
費
や
S
D
G
s
・

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣

言
に
即
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
町
長
か
ら
、
ほ
た
る
パ
ー

ク
の
実
質
の
所
有
権
は
山
吹

区
が
有
し
て
い
る
と
回
答
が

あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
場
と
し

て
使
用
す
る
の
で
、
山
吹
区

と
土
地
使
用
の
契
約
を
取
り

交
わ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

所
有
権
を
区
が
有
し
て
い

る
事
は
当
然
。そ
れ
に
対
し

て
、こ
れ
ま
で
も
町
と
し
て

契
約
行
為
を
し
た
こ
と
は
無

か
っ
た
。区
有
地
に
サ
ッ
カ
ー

場
を
造
る
け
れ
ど
も
、あ
え

て
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

▽
質
問

　

業
者
が
、「
パ
チ
ン
コ
店

の
跡
地
を
活
用
し
た
い
」
と

町
に
言
っ
て
き
た
の
は
い
つ

か
。

　
令
和
３
年
の
10
月
中
旬
頃
。

▽
質
問

　
業
者
は
、
令
和
3
年
の
7

月
20
日
に
山
吹
区
の
役
員
宅

を
訪
れ
、「
高
森
荘
西
に
舟

券
売
場
を
造
り
た
い
」
と
説

明
し
て
い
る
。
経
緯
が
不
自

然
で
は
な
い
か
。

　
高
森
荘
の
西
側
に
計
画
を

さ
れ
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
形

で
そ
う
い
う
計
画
に
移
っ
て

北
きた

 沢
ざわ

 幸
さち

 保
ほ

い
っ
た
か
は
、
私
に
は
分
か

ら
な
い
。

▽
質
問

　
2
0
1
6
年
、
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
振
興
会
は
、「
当
会
の

関
与
な
く
、
舟
券
売
場
推
進

の
た
め
、
地
元
住
民
向
け
の

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
詐

欺
ま
が
い
の
も
の
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
」
と
注
意
を
喚

起
し
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ

ば
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
振
興
会

へ
の
問
い
合
わ
せ
を
、
私
の

方
で
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

▽
質
問

　
町
長
は
一
刻
も
早
く
反
対

の
決
意
表
明
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
既
に
地
権
者
が
同
意
し
、

周
辺
の
福
祉
施
設
が
反
対
の

表
明
を
し
て
い
な
い
。
町
民

の
皆
様
や
議
会
の
考
え
方
を

尊
重
し
、
慌
て
る
こ
と
な
く
、

判
断
を
慎
重
に
行
う
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
区
有
地
使
用
を
質
す

土
地
の
使
用
契
約
は
考
え
て
い
な
い

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

建
設
課
長

建
設
課
長

サッカー場の大部分を占める
山吹区有地
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一
般
質
問

インボイス制度への準備は
税務会計課長 税務署のセミナー等紹介している

佐
さ さ き

々木　昌
あきら

▽
質
問

町
民
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の

周
知
は
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
令
和

5
年
3
月
末
ま
で
に
登
録
申

請
を
行
な
う
と
と
も
に
、
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
準
備

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在

税
務
署
の
相
談
窓
口
や
税
務

署
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

▽
質
問

収
入
の
少
な
い
事
業
者
に

は
厳
し
い
制
度
で
あ
る
。
欠

陥
補
う
よ
う
な
町
施
策
や
、

制
度
の
見
直
し
と
か
修
正
を

国
に
要
求
す
る
考
え
は
。

国
の
進
め
る
制
度
な
の

で
、
町
と
し
て
意
見
を
述
べ

る
立
場
に
は
な
い
。
引
き
続

き
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

消
費
税
制
度
の
特
徴
は
①

社
会
保
障
の
た
め
に
と
導
入

し
た
が
法
人
税
減
税
穴
埋
め

等
に
な
っ
て
い
る
。
②
低
所

得
者
に
は
負
担
の
重
い
逆
累

進
課
税
。
③
国
税
に
占
め

る
消
費
税
額
は
34
％
と
突

出
。
④
輸
出
大
企
業
は
消
費

税
還
付
を
受
け
る
が
我
々
庶

民
に
と
っ
て
は
過
酷
な
税
制

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ

1
0
0
0
万
円
以
下
の
免

税
事
業
者
を
大
は
ば
に
少
な

く
す
る
特
徴
を
も
つ
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
今
年
10
月
よ
り

予
定
さ
れ
て
い
る
。

▽
質
問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
の
徹

底
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
上
下
水
道
事
業
の
公
営
企

業
会
計
関
係
の
対
象
事
業
者

数
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
。
説
明
会
は
。
ま
た
、
学

校
給
食
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
ど
う
関
係
す
る
の
か
。

公
営
企
業
会
計
で
あ
る
上

下
水
道
事
業
は
、上
下
水
道

使
用
者
の
使
用
料
金
に
消
費

税
を
含
ん
で
徴
収
を
し
、消

費
税
等
を
預
か
る
売
り
手
の

立
場
と
、上
下
水
道
管
整
備

や
業
務
委
託
等
々
各
種
取
引

に
お
い
て
消
費
税
等
を
支
払

う
買
い
手
の
両
方
の
立
場
に

あ
る
。

そ
の
対
象
事
業
者
数
は
、

売
り
手
の
約
5
0
6
0
件
の

う
ち
一
般
家
庭
を
除
い
て
、

工
場
や
事
業
所
、飲
食
店
、官

公
庁
等
で
約
5
0
0
件
と
な

る
。一
方
、買
い
手
は
、令
和

3
年
度
実
績
で
、上
水
道
で

約
60
者
、下
水
道
で
約
40
者

に
な
る
。

国
税
に
関
す
る
制
度
な
の

で
、
税
務
署
の
開
く
説
明
会

に
参
加
を
し
、
制
度
の
理
解

に
努
め
て
い
る
。

説
明
会
開
催
の
予
定
は
な

い
。し

か
し
委
託
契
約
を
交
わ

し
て
い
る
水
道
の
検
針
員
さ

ん
や
水
道
の
毎

※

日
検
査
を
行

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
個

人
等
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

は
、
個
別
に
丁
寧
に
対
応
を

し
て
行
く
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会

計
は
、
消
費
税
法
第
60
条
第

6
項
で
、
売
上
げ
と
仕
入
れ

の
消
費
税
額
を
同
額
と
み
な

す
と
さ
れ
て
お
り
、
一
般
会

計
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影

響
の
な
い
特
例
だ
が
、
特
例

以
外
の
場
合
の
た
め
町
で
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
も
対
応

で
き
る
財
務
会
計
等
の
シ
ス

テ
ム
改
修
は
行
う
。

㈱○○御中
△△商事㈱

登録番号　T012345・・・
⑥ 請求書

①

③

③④

②

⑤

11月分　131,200 円 ××年 11 月 30 日

日付 品名 金額

11/1

11/1

11/2

魚　　※

豚肉　※

タオルセット

5,000 円

10,000 円

2,000 円… … …

合計 120,000 円　消費税 11,200 円

10％対象　80,000 円　消費税　8,000 円

8％対象　40,000 円　消費税　3,200 円

摘要税率及び消費税額等の記載 ※　軽減税率対象

インボイスのイメージ
①登録番号　②日付　③品名（※軽減税率対象）④税率　⑤税額　⑥発行先

※国税庁ホームページ「登録申請書受付リーフレット」より

環
境
水
道
課
長

税
務
会
計
課
長

税
務
会
計
課
長

総
務
課
長

※
毎
日
検
査

　
水
道
の
水
温
・
水
質
の
検
査
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一
般
質
問

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
は

検
討
会
を
立
ち
上
げ
方
向
性
を
探
る

河
かわ

 合
い

 隆
たか

 俊
とし

教
育
長

令
和
５
年
度
か
ら
、
公
立

中
学
校
の
休
日
部
活
動
の
段

階
的
な
地
域
移
行
が
始
ま

る
。「
部
活
動
は
学
校
で
す

る
も
の
」「
教
員
が
部
活
動

の
顧
問
を
す
る
」
と
い
う
考

え
方
が
定
着
し
て
い
る
中
で

の
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
少

子
化
の
中
で
将
来
に
わ
た
り

生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機

会
を
確
保
す
る
も
の
だ
と
考

え
る
。

▽
質
問

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

を
町
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、

学
校
を
含
め
た
地
域
で
育
て

る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、

当
町
で
は
来
年
度
か
ら
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
生
徒
・
保

護
者
・
指
導
者
・
学
校
等
と

の
話
し
合
い
の
場
を
つ
く

り
、
方
向
性
を
探
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▽
質
問

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

の
最
大
の
目
的
は
何
か
。

少
子
化
の
中
で
も
、
将
来

に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て
親
し
む

機
会
を
確
保
し
、
同
時
に
、

学
校
の
働
き
方
改
革
を
推
進

し
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

▽
質
問

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

を
実
現
さ
せ
る
上
で
、
指
導

者
の
確
保
や
人
材
育
成
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
特
に
指
導

者
の
確
保
を
ど
う
す
る
の

か
。

　
生
徒
数
の
減
少
な
ど
今
後

の
見
通
し
の
中
、
複
数
の
市

町
村
を
エ
リ
ア
と
し
た
広
域

連
携
に
よ
る
人
材
確
保
や
育

成
、
地
域
移
行
の
検
討
を
す

る
よ
う
、
各
市
町
村
教
育
委

員
会
へ
依
頼
が
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
・
体
育
協
会
な
ど
町
の
関

係
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
指
導
員
と
し

て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
参

加
も
含
め
、
人
材
の
確
保
と

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

▽
質
問

外
部
指
導
者
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
指
導
料
等
が
発
生

す
る
こ
と
で
の
費
用
負
担
が

課
題
と
な
る
。
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

休
日
の
部
活
動
を
地
域
に

移
行
し
た
場
合
、
学
校
管
理

下
の
教
育
活
動
で
な
く
な
る

た
め
、
教
師
の
指
導
は
、
地

域
指
導
者
と
同
様
の
扱
い
と

な
り
、謝
礼
が
必
要
と
な
る
。

保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
る
。

▽
質
問

休
日
の
指
導
を
希
望
す
る

教
員
に
は
、「
兼
職
・
兼
業
」

で
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
も

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

専
門
性
の
あ
る
先
生
方
の

協
力
や
指
導
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
・
文
化
的
振
興
に
大
変

寄
与
す
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

今
後
、
県
の
動
向
も
踏
ま

え
て
協
議
を
進
め
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た

形
が
い
い
の
か
探
っ
て
ま
い

り
た
い
。

教
育
長

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
育
長



「ビジターセンター」の設置を予定している湯ヶ洞・御大の館
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一
般
質
問

新年度予算編成について
町長 民間のノウハウを活用しながら

岩
いわ

 口
ぐち

 友
とも

 雄
お

定
例
会
開
会
日
の
町
長
あ

い
さ
つ
に
対
す
る
質
問
を
す

る
。新
年
度
予
算
に
関
係
し
、

▽
質
問

「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す

る
の
か
。
設
置
場
所
は
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
が
整
備

さ
れ
た
先
を
見
据
え
て
、
当

町
の
み
な
ら
ず
南
信
州
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
情
報
発
信
・
来
訪
者
へ

の
案
内
・
地
域
内
で
の
受
け

入
れ
準
備
な
ど
、
連
携
し
て

進
め
る
核
と
な
る
と
こ
ろ
を

「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
。設
置
場
所
と
し
て
は
、

湯
ヶ
洞
・
御
大
の
館
に
設
け

る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と

現
在
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

「
総
務
省
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
は
。
候
補

者
は
。

地
域
活
性
化
に
関
す
る
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
外

部
専
門
家
を
招
き
、
指
導
・

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向

上
、
地
域
力
を
高
め
る
取

り
組
み
。
そ
の
費
用
の一
部

が
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。

　
総
務
省
「
地
域
人
材
ネ
ッ

ト
」
に
登
録
の
外
部
専
門
家

で
、
元
島
根
県
邑
南
町
役
場

職
員
の
寺
本
英
仁
氏
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
願
い
す

る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。
任

期
は
３
年
間
。

▽
質
問

「
地
域
活
性
化
企
業
人
」

と
は
。

　
民
間
企
業
に
在
籍
す
る
社

員
の
方
を
一
定
の
期
間
自
治

体
で
受
け
入
れ
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
な

が
ら
、
地
域
独
自
の
魅
力
や

価
値
の
向
上
な
ど
に
つ
な
が

る
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
ま
た
、
在
籍
す
る

企
業
に
対
し
、
人
件
費
な
ど

の
負
担
金
を
町
が
支
払
っ
た

と
き
に
、
費
用
の一
部
が
特

別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

▽
質
問

　
次
年
度
事
業
で
は
い
く
つ

か
の
重
要
な
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
資
金
調
達
の
面

で
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ

る
の
か
。

　
町
の
財
政
指
標
は
こ
の
10

年
間
で
非
常
に
改
善
さ
れ
て

き
て
い
る
。
町
が
こ
の
５
年

間
、
い
ろ
ん
な
事
業
に
対
し

て
国
が
き
ち
ん
と
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
体
制

が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
補

助
残
を
借
金
し
、
そ
の
借
金

に
対
し
て
交
付
税
算
入
を
求

め
て
い
く
と
い
う
や
り
方
を

し
て
い
け
ば
、
大
き
な
負
担

を
残
す
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
経
常
一
般
財
源
に

な
っ
て
こ
な
い
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
し
っ
か
り
確
保
し

て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

▽
意
見

　
最
後
に
、
何
を
や
る
に
も

必
要
に
な
る
の
は
お
金
で
あ

る
。
し
っ
か
り
と
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
議
会
も
一
緒

に
な
っ
て
要
望
活
動
に
い
き

た
い
。

町
長

産
業
課
長

町
長

町
長



10月　南小での環境学習会

11月　環境メッセ　高森町コーナー
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12月に議会から提出した提言の1つを取り上げ、
町が行った令和4年度の取り組みをお伝えします。

「脱炭素に向け、町民の意識高揚と取り組みについて」

7月18日　ゼロカーボン学習会

１. 講演会 ▶信州大学人文学部准教授 茅
ち の

野 恒
つねひで

秀 氏
　　「脱炭素まちづくりをはじめよう」
２. 環境水道課 ▶「2050年カーボンニュートラルアクションプラン
　　〔高森町地球温暖化防止実行計画（区域策編）〕」の解説。
３. 高森町社会福祉協議会 ▶ゼロカーボンへの取り組み
　　「もったいない」を「ありがとう」へ の紹介とフードドライブの実施。
４. 環境わくわく体験スクールの皆さん ▶「ソーラーカー工作教室」
５. 体験学習 ▶「自転車発電でかき氷を作ろう」等が行われました。

ACTION 1 「ゼロカーボン学習会」の開催 (福祉センター）

町では「第3次高森町環境基本計画」と、「2050年カーボンニュートラルアクショ
ンプラン」を策定しています。町民・事業者・行政が連携・協力し、各主体が脱
炭素に向けた取り組みができるよう、毎月発行の広報誌に「地球温暖化」につい
ての情報を掲載しています。
過去の掲載内容▶▶7月号「第3次高森町環境基本計画」他　
	 ▶8月号「効率の良い冷房を実践しよう！」　
	 ▶9月号「建築物の断熱リフォームをしましょう！」等

「広報あったかもり」をぜひご覧ください。町のホームページにも掲載しています。

ACTION 2 広報あったかもり「ゼロカーボンたかもり」の連載

2050年カーボンニュートラルシティー実現に向けて町外から講師を迎え、
年５回学習会を開催しています。

ACTION 3 南北小学校「地球環境学習会」の開催

「たかもり環境塾」「高森町」「飯田建設」が出展。EVバスや次世代自動車の展
示・講演会・体験コーナー等、小さなお子さんから大人まで環境について楽
しく学べる工夫が盛りだくさんのイベントが開催されました。

ACTION 4 「南信州環境メッセ」（11月5.6日エスバード）

6年4組が出演しているケーブルテレビ学習番組の制作に当たり、環境問題に
関する題材を継続提供しています。

ACTION 5 南小６年生の番組制作に協力

予算措置　地球温暖化防止実行計画推進事業	 624万円
　　　　　　　　　　　　環境学習推進事業	 33万円

令和３年度　予算提言は今



タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

視
察
を
受
け
入
れ

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
う
ご
き

坂 城 町 議 会
６月16日

長 和 町 議 会
10月19日

豊 丘 村 議 会
12月15日

青 木 村 議 会
１月17日

電話でのお問い合わせも
多数ありました

視察に訪れた議会令和4年

令和5年

膨大な資料がこの１台に議員１人が使用する1年間の資料の厚さは約40㎝

18

　
平
成
31
年
議
会
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
要
望
し
、
令
和
元
年
12
月

補
正
予
算
に
て
導
入
が
決
定
、
令
和
２
年
３
月
定
例
会
よ
り
使
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　
南
信
州
で
い
ち
早
く
導
入
し
早
期
に
軌
道
に
の
せ
た
高
森
町
議
会
を

参
考
に
し
よ
う
と
６
月
～
１
月
に
か
け
県
内
４
議
会
か
ら
議
員
が
視
察

研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
導
入
ま
で
の
経
緯
・
初

期
費
用
及
び
経
常
経
費
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
業
務
に
関
す
る
仕
様

書
・
端
末
使
用
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
・
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

す
る
場
合
の
委
員
会
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
等
説
明
し
ま
し
た
。

　
視
察
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
使
い
こ
な
せ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

時
間
と
経
験
が
解
決
し
て
く
れ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
長 

市
川 
記
）

松
川
町
視
察
と
議
会
交
流
会

	

9
月
29
日

　
新
宮
ケ
瀬
橋
・
フ
ォ
レ
ス

ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
旧
松

川
青
年
の
家
を
視
察
・
そ
の

後
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

飯
伊
市
町
村
議
会議

員
研
修
会

	

10
月
31
日

　
「
文
化
財
や
ジ
オ
パ
ー
ク

か
ら
学
ぶ
地
質
と
防
災
」

信
州
大
学
地
域
防
災
減
災
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授大

塚 

勉
氏

の
講
演
を
受
講
し
ま
し
た
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会

議
員
総
会

	

11
月
11
日

　
高
森
町
提
出
の
陳
情
結
果

・
国
道
１
５
３
号
線

下
伊
那
北
部
地
区
の
再
整

備
に
つ
い
て
・
・
・
採
択

・
小
中
学
校
教
育
体
制
の
支

援
強
化
に
つ
い
て

・
・
・
継
続
審
査

御
前
崎
市
議
会
と
懇
談
会

	

11
月
18
日
・
19
日

　
湯
ヶ
洞
に
て
懇
談
会
。
翌

日
は
、
ま
る
ご
と
収
穫
祭
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

（
齋
藤 

記
）



98
人
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
活
躍

総
務
民
生
委
員
会

議
会
広
報
と
は
何
か
？

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

商
工
会
の
取
り
組
み
に

　
　
　
　
　
県
内
が
注
目

産
業
建
設
委
員
会
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12
月
7
日
、
飯
田
広
域
シ

ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
山
田
理

事
長
ほ
か
3
人
が
来
庁
さ

れ
、
議
長
宛
の
要
望
書
を
受

け
取
り
懇
談
し
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
①
町
か

ら
の
補
助
金
の
確
保
（
令
和

３
年
度
は
１
７
８
万
円
）
と

公
共
事
業
の
発
注
拡
大
（
令

和
３
年
度
は
１
４
８
５
万

円
）。
②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
よ
る
新
た
な
負
担
増
に
対

し
て
、
安
定
的
な
事
業
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
更
な
る
支

援
を
。
の
2
点
で

し
た
。

　
当
町
の
会
員
数

は
98
人
。
当
町
か

ら
の
発
注
額
は

３
９
１
０
万
円
、

会
員
の
平
均
収
入

は
41
万
円
な
ど
の

実
績
を
上
げ
、
町

内
外
で
元
気
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
35
年

目
を
迎
え
、「
福

　
9
月
21
日
、
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
東
京
都
シ
ェ
ー

ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

◦
そ
ろ
そ
ろ
化
け
ま
せ
ん
か
‼

～
絶
滅
危
惧
か
ら
持
続
可
能

な
議
会
広
報
へ
～

　
熊
本
大
学
客
員
教
授

越こ
え

地じ 

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎 

氏

◦
こ
れ
か
ら
の
議
会
広
報
を

考
え
る
～
住
民
に
“
伝
わ

る
”
情
報
発
信
と
広
報
紙
作

成
の
ポ
イ
ン
ト
～

　
東
京
都
杉
並
区

　
　
　
広
報
専
門
監谷た

に 

浩ひ
ろ
あ
き明 

氏

◦
優
秀
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
～
３
つ
の
議
会
広
報
が
教

え
て
く
れ
る
こ
と
～

　
エ
デ
ィ
タ
ー 

吉よ
し
む
ら村 

潔き
よ
し 

氏

を
受
講
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
デ
ザ
イ
ン
や

ス
キ
ル
に
加
え
、
掲
載
す

る
内
容
も
大
切
。「
伝
え
る
」

と「
伝
わ
る
」の
違
い・議
会

と
し
て
広
報
の
た
め
に
広
聴

が
で
き
て
い
る
か
・
議
会
は

チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
あ
る
。
な

ど
が
重
要
で
あ
る
と
挙
げ
ら

祉
の
受
け
手
か
ら
社
会
の
担

い
手
へ
、
支
え
ら
れ
る
側
か

ら
支
え
る
側
へ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
促
進
し
、
生
き

甲
斐
の
充
実
・
健
康
の
保
持

増
進
・
地
域
社
会
の
活
性
化

な
ど
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
議
会
と
し
て
は
令
和
５
年

度
の
予
算
審
査
、
議
員
と
し

て
は
入
会
の
案
内
な
ど
、
求

め
ら
れ
た
要
望
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。　

 （
北
沢 

記
）

れ
た
ほ
か
、
ぱ
っ
と
見
た
瞬

間
に
、
見
出
し
と
リ
ー
ド
で

内
容
を
要
約
し
て
理
解
で
き

る
よ
う
に
作
る
。
そ
し
て
本

文
で
詳
し
く
細
部
ま
で
説
明

し
て
い
く
。
と
い
っ
た
文
章

作
成
の
基
礎
的
な
要
素
な
ど

も
改
め
て
学
べ
ま
し
た
。

　
報
告
だ
け
の
広
報
で
は
な

く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声

を
聴
き
、
議
会
活
動
に
も
つ

な
が
る
広
報
を
目
指
し
、
委

員
会
一
同
で
創
意
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
齋
藤 

記
）

　
10
月
18
日
「
地
方
創
生
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
高
森
町
商
工
会
・

総
務
部
と
の
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
12
月
に
産
業
建

設
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業

に
取
り
組
む
3
社
へ
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。（
議
会
だ

よ
り
１
５
１
号
参
照
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組

み
を
開
始
し
た
こ
の
事
業
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
30
事

業
所
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
5
Ｓエ
ス
実
践
活
動
支
援
事
業

を
通
じ
て
見
え
る
化
さ
れ
た

「
ム
ダ
」
を
取
り
、
現
場
改

善
の
方
向
に
向
け
た
支
援
強

化
の
要
望
や
、
作
業
効
率
が

改
善
し
業
績
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
た
事
業
所
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
息
子
さ

ん
が
後
継
ぎ
と
し
て
加
わ
っ

た
こ
と
で
機
械
の
配
置
も
変

わ
り
、
今
で
は
機
械
を
増
や

し
工
場
の
拡
張
を
考
え
る
ま

で
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。

　
高
森
町
商
工
会
の
取
り
組

み
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業

は
、
県
の
商
工
会
会
長
会
や

商
工
会
の
職
員
に
向
け
た
指

導
会
で
も
説
明
が
行
な
わ
れ

た
。
今
後
、
箕
輪
町
・
南
箕

輪
町
・
宮
田
村
で
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
、

全
県
が
こ
の
事
業
を
注
目
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
堀
会
長
か
ら
、「
商
工
会
だ

け
で
は
産
業
振
興
は
活
発
に

な
ら
な
い
。議
会
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
高
森
町
の
産
業
を

活
性
化
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

（
河
合 

記
）
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 委員会の行政視察

総
務
民
生
委
員
会

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
燃
料
化

38
人
の
地
域
協
力
隊
員
が
活
動

　
十
日
町
市
は
、
平
成
28
年

に
農
林
水
産
省
の
「
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
」
に
認
定
さ

れ
、
２
０
２
５
年
に
は
市
内

総
電
力
消
費
量
の
30
％
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
創
出

す
る
「
未
来
戦
略
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

視
察
目
的
は
、「
紙
お
む

つ
燃
料
化
事
業
」
で
し
た
。

①
福
祉
施
設
で
発
生
す
る
紙

お
む
つ
を
回
収　
②
ご
み
焼

却
場
の
焼
却
熱
で
、
紙
お
む

つ
を
乾
燥
・
滅
菌
後
、
木
質

チ
ッ
プ
４
割
を
混
合
し
て
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
を
製
造　
③
福

祉
施
設
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
で
給
湯
熱
源
と
し
て
利

用
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
３
年
１
月
に
稼
働
し

て
、
総
事
業
費
は
２
億
５
６

８
５
万
円
。
年
間
１
２
０
ｔ

（
１
日
６
０
０
kg
）の
紙
お
む

つ
か
ら
70
ｔ
の
ペ
レ
ッ
ト
を

製
造
し
ま
す
。

　

事
業
収
入
は
、
紙
お
む

つ
の
産
業
廃

棄
物
処
理
費

減
６
３
０
万

円
、
給
湯
用
ボ

イ
ラ
ー
の
灯

油
使
用
料
減

３
４
０
万
円
。

支
出
は
、
人
件

費
・
光
熱
水
費

等
９
０
０
万
円

で
あ
り
、
70
万

円
の
経
費
削
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ

２
削
減
量
は
年
間
２
１
０
ｔ

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
４
年
間
を
実
証
事
業
期
間

と
し
て
位
置
づ
け
、
事
業
運

営
上
の
課
題
を
検
証
し
、
今

後
の
事
業
拡
張
の
道
す
じ
を

探
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
で
は
、
紙
お
む
つ

に
竹
チ
ッ
プ
を
混
ぜ
た
ペ

レ
ッ
ト
が
出
来
れ
ば
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
三
条
市
は
、
平
成
27
年
か

ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
受
け
入
れ
を
行
な
い
、
現

在
38
人
の
隊
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
活
動
状
況
を
学
ぶ

た
め
に
視
察
し
ま
し
た
。

　
行
政
の
受
け
入
れ
は
一
人

だ
け
で
、
37
人
は
９
つ
の
非

営
利
団
体
が
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
協
力
隊
活

用
目
的
と
し
て
、
①
最
た
る

は
、
移
住
・
定
住　
②
そ
の

次
に
、
地
域
活
性
化　
③
制

度
を
利
用
し
、
人
員
と
し
て

活
用
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　
視
察
先
は
、
20
人
の
隊
員

が
活
動
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
さ
ん

じ
ょ
う
」
で
し
た
。
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
全
体
を
使
用

し
、ス
ポ
ー
ツ・半
農
半
Ｘ・

教
育
・
移
住
支
援
・
地
域
デ

ザ
イ
ン
チ
ー
ム
な
ど
隊
員
の

自
主
的
で
多
彩
な
趣
味
や
特

技
を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
三
条
市
の
情
報
が
受
け
取

れ
る
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「【
移

住
定
住
支
援
サ
イ
ト
】
三
条

で
暮
ら
す
」
で
隊
員
の
様
々

な
活
動
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
下し
た

田だ

通
信
」

で
活
動
報
告
を
毎
月
発
行
し

て
い
ま
す
。

　
当
町
で
も
令
和
５
年
度
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
募

集
に
当
た
っ
て
は
、
仕
事
の

内
容
を
明
確
に
し
、
高
森
町

の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

 

（
北
沢 

記
）

総務民生委員会…新潟県十日町市・三条市
産業建設委員会…静岡県函

かんなみちょう
南町・伊豆の国市・富士宮市、山梨県都

つ る
留市

QRコードから視察
先の詳細がご覧いた
だけます。

11月15日
〜16日

十日町市
紙おむつ燃料化

三条市
地域おこし協力隊

NPOソーシャルファーム
さんじょう



３ヵ所の中で最高出力の元気くん２号

廃棄物分別処理の様子

隣接する道の駅スポーツバイクの展示

堤防から望む舟着き場・芝生広場
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産
業
建
設
委
員
会

か
わ
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
に
学
ぶ

市
民
参
加
型
の
小
水
力
発
電

先
端
的
リ
サ
イ
ク
ル

　
上
平
河
原
の
霞
堤
に
計
画

中
の
「
天
竜
川
か
わ
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
に
つ
い
て
先
進

地
か
ら
学
ぶ
と
い
う
目
的
で

伊
豆
方
面
の
2
カ
所
視
察
し

ま
し
た
。

　
函
南
町
は
静
岡
県
の
狩
野

川
の
中
流
に
位
置
し
伊
豆
の

玄
関
で
す
。「
函
南
町
塚
本

地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
に
よ
り
平
成
31
年
に
整

備
さ
れ
た
、
川
の
駅
「
伊
豆

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
函
南
」
で
は

堤
防
お
よ
び
、
高
水
敷
の
一

部
を
函
南
町
が
占
有
し
堤
防

は
水
防
多
目
的
セ
ン
タ
ー
と

し
て
有
事
の
場

合
は
施
設
を
水

防
活
動
の
拠
点

と
し
、
平
時
に

は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場

と
し
て
い
ま
す
。

高
水
敷
は
水
辺

広
場
と
し
て
、

カ
ヌ
ー
体
験
・

遊
歩
道
・
ド
ッ

グ
ラ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
伊
豆
の
国
市
は
函
南
町
の

狩
野
川
上
流
に
位
置
し
て
い

ま
す
。こ
の
市
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
の
特
徴
は
、堤
防
上

は
ト
イ
レ
と
公
園
管
理
事
務

所・
倉
庫
の
ハ
ー
ド
施
設
が

整
備
さ
れ
、「
実
証
実
験
」と

し
て
、官
民
連
携
型
賑
わ
い

拠
点
創
出
事
業
活
用
の
た
め
、

公
園
管
理
の
た
め
の
制
度

（
P
F
I
）参
加
者
を
公
募
選

定
し
、民
間
業
者
と
の
相
乗

効
果
を
狙
っ
て
い
ま
す
。隣

接
す
る
道
の
駅「
伊
豆
の
へ

　
富
士
宮
市
の
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
業
株
式
会
社
エ
コ
ネ

コ
ル
本
社
工
場
で
は
、
自
動

車
か
ら
小
型
家
電
ま
で
ほ
と

ん
ど
の
廃
棄
物
を
先
端
的
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
破
砕
・
選

別
し
て
い
ま
す
。

　
分
別
さ
れ
た
結
果
は
鉄
・

ア
ル
ミ
・
銅
・
金
銀
の
各
種

金
属
へ
。
木
屑
・
紙
屑
は
固

形
燃
料
に
形
成
さ
れ
燃
料
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
重
油
に
代
わ

る
燃
油
原
料
と
な
り
ま
す
。

分
別
の
結
果
の
再
生
品
は
環

境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

の
認
定
を
受
け
製
品
化
し
出

荷
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
当
町
の
小
型
家

電
も
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
都
留
市
で
は
今
後
当
町
が

計
画
し
て
い
く
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
例
と
し
て
、
小

水
力
発
電
の
実
際
の
活
用
状

況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
省
電
力
の
水
車
は
都

留
市
役
所
の
駐
車
場
脇
を
流

れ
る
農
業
用
水
路
家か
ち
ゅ
う
が
わ

中
川
に

約
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で

３
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
3
年
度
の
総
発
電

量
は
約
８
万
９
千
k
W
h
で

市
役
所
の
総
電
力
使
用
量
の

約
３
割
以
上
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
土
日
の
余
剰
電
力
は
売

電
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発

電
所
の
名
前
は
元
気
く
ん
１

号
２
号
３
号
で
市
民
参
加
型

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

18
年
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、

毎
年
40
万
円
か
ら
50
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
も
小
水
力
発
電
は

研
究
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

水
利
権
・
安
定
水
量
・
落
差
・

日
常
的
ゴ
ミ
除
去
対
策
な
ど

の
設
置
条
件
に
十
分
に
適
合

し
た
場
所
の
選
定
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木 

記
）

そ
」の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
試

乗・
展
示
施
設
と
の
連
携
が

は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊豆の国市
かわまちづくり

都留市
小水力発電



Voice Of TownspeopleVoice Of Townspeople

物価高騰対策生活応援商品券事業 1人5000円
相当支給

＊写真撮影のため
マスクを外して
おります。

　ご協力ありがと
うございました。
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　長く続く物価高騰の影響から町民の生活を支援するため、11月臨時会において、令和4年度一般会計補正予算
（総務費）に上記事業案が上程され、議会で可決しました。
　この事業における財源は、一般会計6846万円。この内5216万円は国からの地方創生臨時交付金を充てていま
す。(千円以下四捨五入) 日々の暮らしに直接的な支援となった「高森町生活応援商品券」。皆さんはどのように活用
しましたか。議会だより編集委員会では、町民の皆さんの声をお聞きしました。

◦前のクーポンは2種類に分かれていたり、2000円以上買わないと使えな
かったり、複雑で会計で困ったことがあった。

　今回は年寄りにも優しく使いやすかった。
◦高森は小さい町ですが、お店揃いは近隣の町より、かなり充実しています

よね。今回のチケットも使える幅広さが素晴らしいと思います。
　本当にありがたかったです。
◦取扱店が増えたおかげで、使う幅が広がりました。物価が上がり、
　安い商品を求め買っていましたが、久々に買いたい物が買えました。
◦高校生の通学用私服・ラグビー用品・小中学生の通学用スニーカーなど、

子どもの物にかなりお金が必要なので大変助かりました。冬物を中心に
　購入でき、ありがたかったです。
◦文房具や服、靴を買いました。
◦「お釣りがもらえないよ」と子どもに伝えて渡しました。何を買ったら1000円

分になるのか組み合わせを色々と変えて、一生懸命計算していました。
◦小さい子がいるため、オムツなどの購入に使わせていただきました。
　オムツもたくさん使うのでとても助かりました。
◦孫のためにクーポンをあげました。
◦孫のオムツや洋服など生活用品に使いました。
◦サンタさんへの手紙に(商品券を)入れてプレゼントをお願いしたら、
　ステキなプレゼントが届いたの。
◦コロナ禍で家庭教師の仕事を切られてしまい、生活費も底をついていまし

た。そんな折の商品券はとても助かりました。
◦年末年始に生活応援クーポンをもらえてありがたかったです。
◦年末に来ていろいろ厳しい中、今回の商品券は大変助かりました。
◦クリスマスをちょっと豪華にしたり、年越しやお正月に使いました。
◦年末にお肉を買いました。
◦日々の食費の足しに使いました。
◦実家の食費になりました。
◦カミさんに持ってかれちゃったんだけどね、
　広く考えればね、それも良いんだよ。
◦家族に内緒で自分にご褒美買っちゃった（笑）。
◦ほんと助かったに‼
◦1人5000円で家族合わせてまとまった金額になったので、
　思い切ってテレビを買い替えました！
◦家具購入の足しにしました。
◦新しいベッドを買ってもらいました。
◦仕事用に目覚まし時計を買いました。
◦お金が厳しい時に助かりました。何を買うか考えてワクワクしました。



議会からの回答を併せた全項目は、町のホームページに掲載しています。ぜひご覧ください。

23

番
匠
田
崩
落
地
は

　 

　 

ど
う
な
っ
て
る
の
？

ば
ん
　
　じ
ょ
う
　
　
　
　だ

質問
　令和３年 8 月の雨で番匠田橋（吉
田）上の山が崩れた。過去に山が
崩れた地籍にある家を守るため、防
護壁の設置を県に要望したらどう
か。
� 【令和３年 12 月議会定例会】

答弁
　令和３年 8 月の豪雨で町営墓地
下の土砂崩落現場を県にも見てもら
い、緊急性が増していることを認識
してもらった。引き続き強く要望し
ていく。

【建設課長】

その後
　番匠田の急傾斜地への指定については、令和 4 年 9 月に県に要望を出し、採択要件
は満たしているとの回答をいただいている。現在町にある負担金条例では、受益者負
担が生じるため今後の調整が必要になっている。

声・声・声№153に寄せられたモニターさんの

　町民懇談会のテーマについては、議決機関としての
役割が問われる難しい立場かと思います。
　ただ、サッカー場やクラブハウスについては、この
議論に関わってきた町民や子ども達もいますので、「町
民不在の進め方」という声に対しては、しっかり議会
の役割を果たした上で進められている経緯を説明して
いただきたいと思います。

　町民の意見や感想をインタビューしたこ
の企画は、とても良いと思います。色々な
立場の方の考えを知ることはいいことだ
し、世代を越えた人の意見も聞けて、とて
もよかったです。こういう企画はどんどん
やってください。

　「みんなの声」にある常会未加入という問題は、ど
の地区でも抱えている問題だと思います。議会として、
もう少し掘り下げたらどうでしょうか。

▼裏表紙

▼町民の生活を広く支援

▼町民懇談会
　写真自体は良いと思いますが、テーマ
がはっきりしません。「地産地消」なの
か「給食費の補助」なのか「コロナ禍の
黙食」なのか「それらを併せた現在の社
会環境」なのか、訴え掛けるインパクト
が欲しいと思います。

▼表紙

過去の崩落現場
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　　表 紙 の 写 真

みんなの声

　
高
森
町
は
「
子
育
て
し
や
す
い

町
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
各
地
区
の
夏
祭
り
や
花
火

大
会
、
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
が
あ

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
学
生
、
中
学
生
が
お
友
達
同

士
で
誘
い
合
っ
て
出
か
け
ら
れ
る

地
域
の
お
祭
り
は
、
子
ど
も
た
ち

の
心
に
、
故
郷
の
懐
か
し
い
思
い

出
と
し
て
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
最
近
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
皆

さ
ん
へ
の
平
和
支
援
や
、
中
学
生

が
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
し
た
流
し
そ
う

め
ん
も
、
明
る
い
話
題
で
す
。
流

し
そ
う
め
ん
の
竹
は
、
森
林
整
備

の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
も
の
だ
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な
暮
ら

し
の
中
に
こ
そ
、
小
さ
な
幸
せ
や

希
望
が
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
物
価
高
騰
に
対
し
て
各

家
庭
に
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
越
し
に
向
か
う

時
期
だ
け
に
、
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

　
町
の
事
業
の
中
に
は
、
費
用
総

額
の
大
き
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
わ
か
り
や
す
く
、
十
分
な

説
明
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
、
ま

も
な
く
三
年
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
つ
い
先
日
、
地
域
の
三
、
四
十

代
で
た
だ
飲
む
だ
け
、
と
い
う
会

が
あ
り
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
供
の
い
る
家
庭
は
そ
の
繋
が

り
で
話
す
機
会
が
あ
る
の
で
す

が
、
単
身
者
や
最
近
引
っ
越
し
て

き
た
方
は
め
っ
き
り
話
す
機
会
が

無
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
色
々
と

話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
「
最
近
は
何
を
し
て
い
る
？
」

と
か
仕
事
の
話
、
高
森
や
飯
田
下

伊
那
の
変
化
の
話
な
ど
話
題
は
尽

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
終
わ
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
景
気

の
低
迷
、
地
域
の
高
齢
化
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
開
通
な
ど
、
私

た
ち
を
取
り
ま
く
環
境
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
時
で
も
、
飲
み
な
が
ら
気
が

ね
な
く
本
音
を
言
い
あ
え
る
人
た

ち
と
の
楽
し
み
を
、
忘
れ
ず
に
生

活
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

くらしのさじ加減 このコロナ禍から三年

山吹  龍
たつのくち

口　徹
とおる

さん下市田  今
い ま む ら

村 節
せ つ こ

子さん

責任者／小平一博

　
こ
の
号
で
は
、
令
和
５

年
度
へ
向
け
た
予
算
提
言

の
提
出
を
は
じ
め
、
請
願

継
続
審
査
の
舟
券
売
場
関

係
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年

ぶ
り
と
な
っ
た
行
政
視
察

な
ど
盛
り
沢
山
と
な
り
、

全
24
ペ
ー
ジ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
な
り
ま
し
た
。

　
細
か
い
動
き
も
解
り
や

す
く
読
み
進
め
ら
れ
る
様

に
工
夫
し
、物
価
高
騰
対

策
に
つ
い
て
の
声
を
取
材

掲
載（
P
22
）し
て
、議
会

が
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
内
容
に
近
づ
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。　
　
　
（
齋
藤 

記
）

３

あなたも議会を
傍聴してみませんか？
次回の定例会は

月です。
場所 役場 3 階議場

詳しくは議会事務局へ
　　　　　☎35-9404

議会ホット情報便
のお知らせ

放送日：毎月第３
　月曜日〜日曜日
  7：00	   9：00
13：00	 17：00
19：00
2月以降の担当者は
次の議員です
２月　小沢　恵子
３月　河合　隆俊
４月　小川　 修

　令和４年４月１日以降に誕生したお子さんへ一律5
万円を支給しています。今回、更に令和４年４月以降
の妊娠届け提出時にも、祝い金として5万円を受給で
きるようになり、産前産後ともに支援されるようにな
ります。
　また、不妊で悩んでいるご夫婦の経済的な負担軽
減を図るため、保険適用外の治療費の一部を助成し
ています。妊娠に関して、不安をお持ちの方に、専
門家による相談も行っています。　　　　 （本島 記）

（お問い合わせは 役場健康福祉課 保健師まで）


